
過去の研究実績 現在、注力している研究 今後取り組んでいきた
い研究

1. 物体指示表現理解
のベイジアンネッ
トワークモデル

2. 非言語情報に基づ
く人の状態推定

3. マルチモーダルな
概念と知識の対話
的な獲得

4. 協調的知能のデザ
インコンセプト確
立と実証研究用ド
ローンの開発

1. 人の思考性向を考慮した柔軟な記号推論モデル
2. タイミング選択から発話内容選択まで統一的に

扱える戦略的な対話行動制御モデル
3. 記憶と意思に基づいて一貫性のある雑談を行え

る深層学習に基づく対話モデル

人のようにことばを使
い，人と協調できる知
的インタラクティブシ
ステムの開発

③ http://lr-www.pi.titech.ac.jp/wp/，funakoshi@lr.pi.titech.ac.jp

複数ユーザとのマルチモーダル対話

対話システムの開発では，
人とは違う機械・技術の特
性・限界と，想定される
ユーザに提供したい価値を
考慮したハード・ソフト
ウェアとインタラクション
のデザインが重要になりま
す．産学連携では企業研究
者としての経験を活かした
いと思います．

代表的研究例

情報通信工学 人間協調型AI，機械学習 自然言語処理，マルチモーダル対話システム，ヒューマン
マシンインタラクション

情報通信系 准教授 船越孝太郎

協調的知能研究のためのドローン制御基板の開発
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